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号

学　　年

グループ名

月 指導時数 ★ 主な学習内容 指導の工夫

みんなと一緒に表現
しよう
【身体表現】

・教員の生演奏「星に願い
を」など

・本物の楽器演奏を見聞きし、音の振
動や迫力を間近で感じる。

・普段教室にない楽
器も使用する。〇

ベルハーモニー「またあそ
ぼ」鍵盤楽器「雪のおどり」
など

・教員や友達の楽器の音を聴いて演
奏する。

・音の出し方音量を
意識できるようにす
る。

20 「いろいろな音」など ・音の特徴や、それらが生み出す面白
さに気付き、音楽づくりの発想をもつ。

・ICT機器を使用し、
イメージがもてるよう
にする。

・手本をはっきりと示
す。

音を感じて音をつく
ろう【音楽づくり】

「みんなで鳴らす楽器の
歌」など

・音遊びを通して、音の面白さに気付
く。

・イラストなどで視覚
支援を行う。○

・鳴らす、止める、を意識しながら、演
奏をする。

○
「さあ　みんなで」「あいあ
い」「せんたく」など

○

音を鳴らそう
【器楽】 ○

木琴「雨だれ」、トーンチャ
イム「かねが鳴る」など

24

視覚教材とともに鑑
賞しよう
【鑑賞】

○

曲に合わせたシアターの
鑑賞「雨ふり水族館」「お
おきなかぶ」など

                           70

明るく元気に歌おう
（聴こう・サインで表
現しよう）【歌唱】

行事の歌「校歌」など
季節の歌「春の小川」など

○

・歌や動作をとおして、リズムの楽しさ
を味わう。

・身振りサインにより、
主体的に音楽に関
わったり感じとったり
できるようにする。

使用教科書

ねらい（評価の観点）単元（題材）名

４
５
６
７ ・児童に合ったテンポ

で行い、大きく簡単な
動作で示範する。

年間授業時数

明るく元気に表現し
よう
【身体表現】

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

ICT機器を使用した映像の
鑑賞「スケーターズワルツ」
など

・劇の音楽や季節に関する音楽に関
心をもち、全体の雰囲気を感じ取って
聴く。

・映像と合わせて音
楽に興味がもてる動
画やパネルを選ぶ。

○

１
２
３

〇

・行事の歌「国歌」「校歌」
など
・季節の歌「うれしいひなま
つり」など

・教員や友達と発声を合わせて歌う。
・伴奏をよく聞き、リズムを意識して手
遊びを歌をする。

・歌詞と動きが対応し
た曲を使用する。

生演奏を鑑賞しよう
【鑑賞】

「エビカニクス」「きのこ」
「走るの大すき」など

・音楽に合わせ、教員や友達と動きを
合わせて踊る。
・手具を用いて身体を動かす。

・リズムに乗った言葉
かけで、動作を分かり
やすく言語化する。

〇

合奏しよう
【器楽】

リズムを感じて表現し
よう
【身体表現】

みんなと一緒に歌お
う（聴こう・サインで表
現しよう）
【歌唱】

みんなで曲をつくろ
う
【音楽づくり】

〇

〇

いろいろな音楽を鑑
賞しよう
【鑑賞】

〇

・歌詞カードやイラス
トで、曲のイメージを
もちやすくする。
・手の動作に合わせ
教師が歌いかける。

９
10
11
12

○

〇

「雨の音を鳴らしてみよう」
など

・音を選んだりつなげたりして表現す
る。

・児童の気付きや発
想を受け止め、広げ
るよう支援する。

・音や音楽を聴いて様々な体の動きで
表現する。

・それぞれの児童の
自由な表現を多く引
き出せるようにする。

楽器で音をつくろう
【音楽づくり】

・パネルシアターやマペット、布等の小
道具とともに音楽を味わいながら試聴
する。

東京書籍　おんがく☆☆

・音楽のリズムにのり体全体を動かした
り足踏みをしたりして身体表現をする。

担当教員

教科等名 音楽 学年

ねらい

・音楽あそびの活動をとおして、器楽、歌唱、音楽づくりにつながる技能を身に付ける。
・音や音楽に興味や関心をもって聴いたり、音楽的な表現を楽しんだりすることができる。
・教師や友達と一緒に音楽活動をする楽しさを感じ、自ら音楽に楽しく関わろうとする態度を養う。

　○番田　洋子　　松田　喜代美　　林　美紀　　小林　幹太　　久木﨑　未希　　立山　史織　　楠森　誠
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学　　部 小学部 ３年

・視覚的に興味・関
心がもてるような教材
を選ぶ。

楽しく歌おう（聴こう・
サインで表現しよう）
【歌唱】

行事の歌「小さな世界」
学習発表会の歌など
季節の歌「ゆき」など

・曲を聴きながら、手の動作で応えるこ
との楽しさを味わう。
・範唱を聴いて曲の一部を歌ったり、
歌詞やリズムを意識して歌ったりする。

リズムを鳴らそう
【器楽】

カスタネット「手をたたきま
しょう」、ウッドブロック「とけ
いの歌」など

・拍のリズム(♩♩♩・）と休符を意識する。 ・拍打ちのタイミング
で拍手するなどの合
図をする。

26

「動物になって」「やきいも
グーチーパー」など


